
省

令

様
式
第
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平成™�年š月™—日 木曜日 (号外第�—号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
九
号

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
七
年
厚
生
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
第
二
項
」
を
加
え
、「
同
項
」
を
「
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同

条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

医
療
特
別
手
当
受
給
権
者
で
あ
っ
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
は
、
前
項
に
規
定
す
る
ほ
か
、
法

第
二
十
四
条
第
二
項
の
認
定
の
申
請
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
月
の
一
日
か
ら
末
日

ま
で
の
間
に
、
医
療
特
別
手
当
健
康
状
況
届
に
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
負
傷
又
は
疾
病
に
つ
い
て
の
第
二
十
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
診
断
書
を
添
え
て
、
こ
れ
を
居
住
地
の
都
道
府
県
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
十
一
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
疾
病
が
放
射
線
白
内
障
で
あ
る
者

二

法
第
十
一
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
負
傷
又
は
疾
病
が
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
審
議
会
等
の
意
見
に
基
づ

き
医
学
的
な
状
況
の
確
認
が
特
に
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
者

第
三
十
三
条
中
「
又
は
第
三
項
」
を
「
、
第
二
項
又
は
第
四
項
」
に
改
め
る
。
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